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元本部分と利息部分を分離できる国債（ストリップス債）について 
 
○   財務大臣の指定する利付国債（分離適格振替国債）については、元
本部分と利息部分を分離し、それぞれ独立した国債（分離元本、分離
利息）として流通させることが可能。 

 
○  また、分離元本と分離利息は、統合して利付国債に復元することも
可能。 

 
 

（利付債） 
（元本） 

 
１億円 

（2003 年 3 月 20 日償還） 

（利札） 
 

200 万円 
01/9/20 渡し 

（利札） 
 

200 万円 
02/3/20 渡し 

（利札） 
 

200 万円 
02/9/20 渡し 

（利札） 
 

200 万円 
03/3/20 渡し 

 

                          （分 離） 

 

 
(分離元本) 

 
１億円 

（2003 年３月 20 日償還） 

 

（分離利息） 
 

200 万円 
01/9/20 支払 

 (分離利息) 
 

200 万円 
02/3/20 支払 

 （分離利息） 
 

200 万円 
02/9/20 支払 

 （分離利息） 
 

200 万円 
03/3/20 支払 

 
 

 独立し

て流通 
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清算機関

甲 乙

清算機関

甲 乙

①証券引渡債務

②代金支払債務

乙から引受けた
②代金支払債務

甲から引受けた
①証券引渡債務

債務引受けの
対価としての①
と同種同量の証
券引渡請求権

債務引受けの
対価としての
②と同額の金
銭債権

通
知

通
知

有価証券債務引受業
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清算機関等を用いた清算の効果
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国債の利子相当額を政府に支払うことを約する者に当該金額に 

相応する金額の支払を約する取引（金利スワップ取引）について 

 

＜金利スワップ取引のガイ用＞ 

○  金利スワップとは、異なる種類の金利（例えば固定金利と変動金利）に基づ
く金銭の支払を、一定期間にわたって相互に行う取引のこと。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

＜発行当局による金利スワップの活用例＞ 

○ 長期国債（例えば10年債）を発行する一方で、「10年間、国が長期（固定）
金利を受取り、短期（変動）金利を支払う」という金利スワップ取引を行えば、
実質的に短期（変動）金利による10年間の資金調達を行うことができる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○  逆に、短期（変動）金利による資金調達を、長期（固定）金利による資金調
達に変換することも可能。 

甲 乙 

変動金利 
の支払   

固定金利 
の支払   

 

政  府 

資金調達 

長長期期（（固固定定）） 
金金利利のの支支払払 

短短期期（（変変動動））  
金金利利のの受受取取  

金利 
スワップ

スワップ市場 

短短期期（（変変動動））  
金金利利のの支支払払  

短期国債 
の発行 

短期国債市場 


